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2. 第３回土砂環境整備検討会以降の取り組み 
 
相模川の土砂管理に関するこれまでの取り組み状況を図 2-1 に整理した。 
平成 17 年 12 月に開催された第 3 回土砂環境整備検討会（以下、検討会と呼ぶ）以降の取り

組みとして、「置き砂試験施工」、「置き砂流下前後のモニタリング調査」、および「関係機関（漁協）

との「置き砂勉強会」」を実施した。以下にそれぞれの概要を示す。 
 

(1)置き砂試験施工 
・ 第３回検討会の議論を踏まえ、相模川 19.4k 付近右岸側高水敷上にて置き砂試験施工を

実施した。 
・ 置き砂流下による土砂動態や河川環境への影響把握を目的としたモニタリング調査を実

施した。なお、モニタリング調査は事前調査として平成 17 年度より実施しており、今年

度は主に置き砂流下後の変化に着目して企画・実施した。 
・ 置き砂試験施工およびモニタリング調査結果の詳細は、３章にて記載した。 
 

(2)関係機関（漁協）との置き砂勉強会 
・ 第 4 回検討会実施にあたり、次年度（平成 19 年度）以降の置き砂試験施工の実施方針に

ついて、相模川漁業協同組合連合会に対し事前の置き砂勉強会を実施した。 
・ 本年度の試験施工での置き砂土砂流下量が少ない結果となった（詳細は３章参照）こと

を踏まえ、来年度の置き砂試験施工に用いる土砂を確認し、18.4k地点右岸低水路の土砂
を用いることについて説明を行った。 

・ また、置き砂土砂の設置形状についても、平成 18 年度置き砂試験施工結果を踏まえ、平

常時に流出が生じない設置高とし、かつ洪水時流況を考慮した形状に変更することについて説

明を行った。 
・ 置き砂の試験施工は、適宜意見交換を行い実施していくことを確認した。 

 
 
 
 
 

 

●将来の相模川流砂系（主に海浜）の復
元のための必要土砂量を既往データを元

に整理する

●将来的な相模川流砂系の回復のための
土砂供給手法・供給量および海浜での対
策効果を数値シミュレーションモデルに

より定量評価を行う

●洪水時の相模川を流下する細粒土砂の

量（流砂量）・質（粒径）を把握する

●観測はH18.10.6～10.7にかけて実施
●調査地点は次の通り

・諏訪森下橋(33.2k)
・相模大堰管理橋(12.0k)
・置き砂地点上下流河岸

(17.0k、19.0k、20.8k）

●置き砂流下に対する河川環境・地形の
影響を把握する
●調査項目は次の通り
①置き砂粒度試験
②出水後の置き砂形状変化調査

③砂分の移動追跡調査
④瀬淵の変化調査
⑤置き砂上下流での水質調査
⑥付着藻類調査（出水前後）
⑦底生生物調査（出水前後）

土砂管理懇談会

第１回 土砂環境整備検討会

第２回 土砂環境整備検討会

●相模川本来の土砂環境の健全化のため、適切な土砂の流れを回復する
ための方向性を「提言書」として公表した（H15.6)

●相模川流砂系のあるべき姿として、「昭和30年代前半の相模川を目指
す」ことをイメージしている

●これまでの経緯と置き砂試験計画の基本的考え方
●置き砂設置位置の選定（A～C地点）、モニタリング調査項目案の概要

●これまでの経緯と置き砂設置計画の基本的考え方

●相模川・他河川での置き砂事例の紹介
●置き砂設置位置の選定・モニタリング調査項目の具体案を提示
→磯部頭首工下流のＤ地点を追加
→置き砂に用いる土砂の質（粒径）の考え方を追加

河川審議会答申

「流砂系の総合的土砂管理に向けて」

モニタリング調査（継続）

土砂管理計画

置き砂流下による影響
モニタリング調査

事業実施

H10.7

H13.2～H15.12

H15.12

H17.2

H17.12

第3回 土砂環境整備検討会

技術的な検討

試験施工（継続）

第5回 土砂環境整備検討会

施工方法等の改善

試験施工での検討

数年程度継続

土砂動態解析モデルによる
将来土砂供給量比較検討

復元目標指標の設定

将来の土砂回復目標の設定

第4回 土砂環境整備検討会

●これまでの経緯と置き砂設置計画の基本的考え方
●置き砂設置位置の選定・モニタリング調査項目の具体案を提示
→磯部頭首工下流のＤ地点での試験施工実施に向けた具体的な施工案
を提示（形状・土砂の質・費用等）

●事前モニタリング調査結果の報告

H18.6

置き砂試験施工

洪水時流砂量
モニタリング調査

H19.3

H19年度以降

漁協との置き砂勉強会

H19.3

 
図 2-1 相模川の土砂管理に関するこれまでの取り組み


